




















































ェンシ一理論(Contingency Theory) ，ゴミ箱モデル(The Garbage Can Model) ，ルース・
(3) 
カプリング(Loose Coupling )の理論，認知的，現象学的組織論などがその試みである。本稿










のが，コーネル大学の教授ウェイク(Weick， K. E. )である。彼は，組織や集団に関する研
究に従事している。彼の関心は「抱説哉についていかに学ぶことができるか」にあり 1紹-*哉イヒの心
(4) 
理学.D (“ The Social Psychology of Organzing" ， 1 9 6 9) は，その見解をまとめたもので
ある。また，ルース・カプリングのアイデアを発表した論文『ルースリー・カプルド・システムと




































織では，その連結の特性は「一時性(impermanence) J ， 1 injiJli: iワー能性(dissolvability) J ， 
(9) 




























のである。①スラ yク・タイム(slack time) ，余分の資源，②同じ結果をもたらす方法がし、く
つか存在していること，③影響の1tブJー がゆっくりで， mlし、ネットワークが存在すること，④調整が
相対的に不足しており，緩慢旦つ弱まっていること，①規員IJが比較的存在しないこと，⑤計画的非















































るo 守ヴ学;:三:十之泊i悦主i抜抜でで、は， まず第 宇に，!t文f:!jiはそれぞれ ウとの I~li!:(1りI'IJli]r ))を行使するむ:在として独;ι し
ている。第二に，教行日 t;I.~ についての {~1::J、は必ずしも J!.X: ι していなし \0 J!.X:ιするまで，多くの1S:I¥J
と労))を必、 g比と 1る。第にil?々のお(nilに防相iの沿透をはかり， I lJl;Jt~することは，かなり I~、11\lt であ
る。第 IJU に~手米起こりうるについて}勺HlJすることが村!当難しし」このようなおLfi7&Wy:t!: は I タ
イト」な組織の粁守11¥の!'Jiji疋とは村IHれないものである。 Iタイト」な組織では， (D日十J!日こWJす
る介主、と，-]~栄達成の千段がi 円lIf，t にあらわされている。 ②組織の構成孔がJ[i故{立の体系の 1_1で，手d長な
関係をもっている。③ラインを通じた!U"Hiの伝達によって品F供が行われる。したがって Iタイト」
な組織における通常の経IÚ\~ 告す'1[の J号え H を 1)レース」な学校組織に適用した JJ)j 合には，制説法効:字
が低下し， Jえ氏が波乱し，来ー務がj茎千Jされなし、。学校の経常:i"rJII[と企業の経週!とがHじもので
あるという;与えHは，多くの教育主主'l;¥恰:1:lIt;p;-の共通なlitj哉であった o :~/:校経 Jj:;' の近代化 l'布も， こう
したiJxlt5iに法づくものであったことは明らかである。、t校は.iUl'i;i)'の経論が適用される企業と
は児なるのである。学校組織のJ)j合，組織l'Cjt;l{についての立見や見角午の一致さえ，?校の秩Ji三や民





しがある。 ~:}if.視や詐illlî は救出li からは敬遠される。その結果，学校は組織目襟を達成していないと批

































































































のみ分柏:化するものである。そのうえ，監視を!厳詰:にし， フィールドパ yク機材tを幣1ii!lする， しか
し，下手をすると「タイト」なシステムができあがってしまうことになる。粍営管四者は，組織の
持j成長が自らの行為をilJliJWさで、きるように援助したり，初f1多会で白分の考えていることや行動をふり
















・カプリングの~'It論は，従米の教育担I_織1íJI究に:JW論 I'I<J枠組l を i}t5j~ しようとの JÎ式みであり，組織JJL尖
を詳細に把えようとした点で，教育'h'1京i!jUのJ:'H解を涼める契機がある。さらに，教育革新のIly代に
おける i決 111台の可 íf~tl: をンJ ~した/.l.で、;む'1味がある。しかし， W{}さ:しておかねばならないのは， ウェイク
もJEめているように ルース・カプリングの.i1!.存足立主についてである。これまでのよ久子了組五f&1iJfブヒカザ文
背広僚H1Uの逆機能としての組織JWfiJi(:にあったとすれば，ルース・カプリングの逆機能としての組織
~!lljíJ与にも fill 立!:する必裂があるとィラえられる。これらの料品nlj[ WI~ によって，はじめて学校組織の]JL'支
が見えてくるはずである。つまり，組織有1'造の特質がj手きj形りにされてくる。 教育官僚f!JU;fj命がi手き
!形りにしたべた校組織の特質は 1ii'J引1tJのj白紅白で、ある。教r:i1lの教育i奇il)J(.こ i立j わる!土IW'lt との十II~'L
古いかえれば 1-コントロール」汁「オートノミー」のIiHiliであったと J-jってよ l¥ c 教師の教育活
動の 1211:1 1 救出:を段大 IU~認めようとすることと，組織の崩壊を防御する :ì守 ~[H illU~\' j二の統ilJとのバラン
スのIlrjjむとしてJ巴えられた。ここで!日H起にされた逆機能が7玄1本するものは， 'l~diÎfflllJ1ヒによる 1:':]iltYI: 
の十三蝕であった。
しかし，もう ブjで//:校の組織構造の特質が「ルース」であることによって噌 11;章特:発 '17• ;~Ij分
の修復を i本i難にする口もちろん 1ルース」であることによって，組織の J京JJ'~)釦J与が可能にもなる
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